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彙　　 報
2012年４月～2013年３月

刊 行 物
＊国際問題研究所紀要第140号　2012年12月25日
 論説
 寧夏回族自治区における節水型農業、農村建設 馬　場　　　毅
 欧州連合（EU）の対外能力 ⑶ 川　崎　晴　朗
 “草书楷化” 与楷书规范字形的系统优化

──兼论中⽇常⽤汉字中的 “符号替代” 现象 徐　　　秀　兵

 中国における少数民族地域の財政力格差 兪　　　　　嶸
 環太平洋パートナーシップ（TPP）に関する一考察

 佐　藤　政　行

 研究ノート
 UNMIN（国連ネパール政治ミッション）の研究 水　野　光　朗
 “洁净” 的村庄

──⽑时代义村的政治仪式与社会形态 卫　　　⼩　将

 書評
 The Role of Global Media in Chinese Transitions 

to Communism and Capitalism David Toohey

 翻訳
 クラウス・ロート：現代ヨーロッパの国際コミュニケーションにおける

〈隣人〉と〈隣国〉解説
「近隣 ─ ドイツ人・ポーランド人・チェコ人のあいだのインター
カルチュラル・コミュニケーション」（2001）への序説 ⑵
 河　野　　　眞
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＊国際問題研究所紀要第141号　2013年３月25日
 論説
 欧州連合（EU）の対外能力 ⑷ 川　崎　晴　朗
 友好と離反のはざまできしむ日中関係　1979‒1987年

── 中越戦争から民主化運動へ 馬　場　公　彦

 研究ノート
 汶川地震後のチャン族研究 ⑴ 松　岡　正　子
 中国における化粧品市場の成り立ちと今後の展望 宮　本　文　幸

 書評
 Iqbal, Z. and Lewis, M. K.: ‘An Islamic perspective on governance,’

Edward Elgar Publishing, Cheltenham 2009.

 Hassan, H. and Malik, A. I.

 資料
 フルブライト・アソシエーションについて 星　野　靖　雄
 国際財務報告基準（IFRS）と日本・中国の会計基準との

比較（棚卸資産） 土　居　重　雄

 翻訳
 コンラート・ケストリーン　自然としての文化─文化としての自然：

民俗研究における自然の概念（2001） 河　野　　　眞

＊国際問題研究所ブックレット１　2013年３月30日
 アジアとヨーロッパの社会・経済問題

─中国の原子力政策と日・独の労働市場─
 李　春 利・保 住 敏 彦
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講演会等
＊台湾・東呉大学人文社会学院政治学系共催、中日新聞社、愛知大学同窓会、
台湾民主基金会後援　国際シンポジウム

　タイトル：民主と両岸関係についての東アジアの観点
　開会挨拶：佐藤元彦（愛知大学学長）
 　林　錦川（東呉大学副学長）
　基調講演：東アジア民主社会の再構築の方向
 　 ─ 「政商代議」体制から「社会代議」の結合へ
　講　師： 趙　永茂（台湾大学政治学系教授兼社会科学院院長）
　司　会： 馬場　毅（愛知大学国際問題研究所所長）

セクション１：東アジア民主化の経験の比較
　テーマ： 台湾民主化の対外的波紋
　報告者： 河辺一郎（愛知大学現代中国学部教授）
　コメンテーター：呉　志中（東呉大学政治学系副教授兼台湾フランス
 　　　　　　　　　学会理事長）

　テーマ： 民主化と台湾国会政治
　報告者： 黄　秀端（東呉大学政治学系教授兼系主任）
　コメンテーター：三好　章（愛知大学大学院中国研究科科長）

　テーマ： 「アジア太平洋主義」から「東アジア主義」へ
 ─日本における「東アジア共同体」の分析
　報告者： 楊　鈞池（高雄大学政治法律系副教授兼系主任）
　コメンテーター：前田直樹（広島大学大学院社会科学研究科助教）

　司　会： 加納　寛（愛知大学国際コミュニケーション学部教授）
 林　錦川（東呉大学副学長）
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セクション２：東アジア地域の安全と地政学政治
　テーマ： 両岸関係の変遷と東アジア地域の安全
　報告者： 趙　建民（政治大学国家発展研究所教授）
　コメンテーター：松田康博（東京大学大学院情報学環教授）

　テーマ： 地政学理論から見る中国、日本、台湾の三角関係
　報告者： 呉　志中（ 東呉大学政治学系副教授兼台湾フランス学会理事長）
　コメンテーター：浅野豊美（中京大学国際教養学部教授）

　テーマ： オバマの「戦略東移」と東アジア国際政治
　報告者： 加々美光行（愛知大学現代中国学部教授）
　コメンテーター：楊　鈞池（高雄大学政治法律系副教授兼系主任）

　テーマ： 海峡両岸関係の進展と平和協定 ─ 「現状維持」の行方
　報告者： 松本はる香（アジア経済研究所副主任研究員）
　コメンテーター：謝　政諭（東呉大学政治学系教授）

　司　会： 三好　章（愛知大学大学院中国研究科科長）
 趙　永茂（台湾大学政治学系教授兼社会科学院院長）

セクション３：現代東アジア文化とアイデンティティー
　テーマ： 中国の世界遺産政策にみる政治的境界と文化実体の国際的承認
　報告者： 加治宏基（三重大学地域戦略センター研究員）
　コメンテーター：王　　堯（蘇州大学文学院院長）

　テーマ： 「九二年コンセンサス」 ─ 両岸政治修辞学の選挙への影響
　報告者： 呉　介民（中央研究院社会学研究所副研究員）
　コメンテーター：小笠原欣幸（東京外国語大学准教授）

　テーマ： 社会資本と文化資本
 ─中国における台湾、日本、韓国企業の駐在員
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　報告者： 張　家銘（東呉大学社会学系教授兼系主任）
　コメンテーター：川井伸一（愛知大学副学長）

　司　会： 李　春利（愛知大学経済学部教授）
 賴　錦雀（東呉大学日本語文学系教授兼外語学院院長）

セクション４： 東日本大震災におけるメディアの役割─台湾と日本の事例
　テーマ： 日本の３・11東日本大地震での台湾メディアの役割と災害への

関心
　報告者： 謝　政諭（東呉大学政治学系教授）
 蔡　韻竹（東呉大学政治学系助理教授）
　コメンテーター：菊池一隆（愛知学院大学文学部教授）

　テーマ： ３・11以降の日本メディアにおける「国際社会と震災支援 ｣
 報道の分析─日中・日台・中台の相互関係という視点から
　報告者： 楊　　韜（名古屋大学大学院国際言語文化研究科助教）
　コメンテーター：菊池一隆（愛知学院大学文学部教授）

　司　会： 朱　広興（東呉大学日本語文学系教授）
 王　　堯（蘇州大学文学院院長）

総合討論
　討論者： 趙　建民・呉　介民・王　　堯・松田康博・小笠原欣幸
　司　会： 馬場　毅（愛知大学国際問題研究所所長）
 黄　英哲（愛知大学現代中国学部教授）

閉会挨拶
　司　会： 馬場　毅（愛知大学国際問題研究所所長）
 謝　政諭（東呉大学政治学系教授）
　開催日： 2012年６月17・18日
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＊第二回人間の安全保障学会（2012）研究大会実行委員会主催、愛知大学、
愛知大学同窓会、㈶愛知大学同友会、愛知大学国際問題研究所、愛知
大学国際コミュニケーション学会、富山大学 CEAKS後援

　第二回人間の安全保障学会研究大会2012

　開催校代表挨拶：佐藤元彦（愛知大学学長）
　開催校愛知大学学術企画
　基調報告：人間の安全保障の理論的基盤を掘る
 　～近代知の限界と文明間対話～
　報告者： 武者小路公秀（人間の安全保障学会会長　国連大学元副学長）
　討論者： 板垣雄三（東京大学名誉教授）
 加々美光行（愛知大学現代中国学部教授）
 アラン・ハンター（コヴェントリー大学教授）
 グレン・Ｄ・フック（シェフィールド大学教授・日本研究所所長）
　司　会： 鈴木規夫（  人間の安全保障学会理事、愛知大学国際コミュニケー

ション学部教授・学部長）
　学会総会・懇親会

　研究発表大会
　セッションⅠ：研究発表会・公募報告、ポスターセッション

　セッションⅡ：東日本大震災と人間の安全保障─これからの復興と支援─
　報　告：東日本大震災と人間の安全保障─これからの復興と支援を考える─
　報告者： 宮入興一（愛知大学名誉教授）

　報　告： 東日本大震災支援における国や組織を超えた連携、調整：
NGOの活動から見る市民社会の挑戦

　報告者： 桑名　恵（お茶の水女子大学講師）

　報　告： Debt of Compassion and Dignitary Harm: A Report from the Cutting 

Edge of Disaster-relief Activities for 3.11 Earthquake and Tsunami

　報告者： 内尾太一（「人間の安全保障」フォーラム事務局長）
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　司　会： 峯　陽一（人間の安全保障学会事務局長）

　セッションⅢ：人間の安全保障と多文化共生
　上　映： ドキュメンタリー「孤独なツバメたち」
　討　論： 「孤独なツバメたち」と中部圏日系ブラジル人第二世代青年
 たちの今をめぐって
　司　会： 小倉利丸（富山大学経済学部教授・学部長）
　開催日： 2012年９月29・30日

＊愛知大学国際コミュニケーション学会、国際中国学研究センター（ICCS）
共催、ワンアジア財団後援

　国研プロジェクト 国際ワークショップ
　テーマ： 西北地域研究における〈徴候〉Ⅰ

　報　告： Seeing Like a Minority: Political Tourism and the Struggle for 

Recognition in China

　講　師： Uradyn E. Bulag（  Reader in Social Anthropology, University of 

Cambridge）
　討論者： 王　建新（  蘭州大学民族学研究院教授、西北少数民族研究セン

ター副センター長）
 BORJIGIN Burensain （滋賀県立大学人間文化学部准教授）
　司　会： 鈴木規夫（愛知大学国際コミュニケーション学部教授・学部長）
　開催日： 2012年12月10日

＊国研プロジェクト 公開報告会
　テーマ： 東アジアのエネルギー問題
　報　告： 福島事故後の中国の原子力政策と原発開発
　講　師： 李　春利（愛知大学経済学部教授・国研所員）
　報　告： エネルギー危機とよんでよいのか、2013年
　講　師： 大澤正治（愛知大学経済学部教授・国研所員）
　開催日： 2013年１月29日
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＊愛知大学東亜同文書院大学記念センター共催
　国研プロジェクト ワークショップ
　テーマ： 淨圓寺・鳥居観音史料から見る近代日中関係
　主催者挨拶：三好　章（愛知大学現代中国学部教授・国研所員）
　報告１： 藤井草宣・水野梅曉について
　報告者： 三好　章（愛知大学現代中国学部教授・国研所員）
 藤井宣丸（淨圓寺・藤井草宣子息）
　報告２： 浄圓寺史料と近現代中国社会史研究
　報告者： 佐藤仁史（一橋大学社会学研究科准教授）
　報告３： 日中戦争に関する浄圓寺史料について
　報告者： 広中一成（三重大学・愛知大学）
　報告４： 淨圓寺史料の整理について
　報告者： 野口　武（愛知大学中国研究科博士後期課程）
 湯原健一（潮州・韓山師範大学）
　報告５： 淨圓寺史料のデジタル化
　報告者： 佃隆一郎（愛知大学東亜同文書院大学記念センター）
　報告６： 浄圓寺所蔵水野梅曉関係書簡について
　報告者： 宮原佳昭（南山大学外国語学部講師）
　報告７： 鳥居観音所蔵史料について
　報告者： 藤谷浩悦（東京女学館大学国際教養学部教授）
 川口泰斗（鳥居観音職員）
 水野　明（水野梅曉子息）
 山本峰子（水野梅曉息女）
　総合討論
　終わりの挨拶：馬場　毅（愛知大学国際問題研究所所長・東亜同文
 　　　　　　　　書院大学記念センター長）
　開催日： 2013年２月21日
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＊国研プロジェクト Research Seminar

　テーマ： Performance of Asian and Japanese Companies

　報　告： Investment Objectives of Foreign Direct Investment of Japanese 

Subsidiaries.

　講　師： Norhidayah binti Mohamad (  Aichi University & University Technical 

Malaysia Melaka (UTeM))
 Yasuo Hoshino (Aichi University & University of Tsukuba)
　報　告： Make-or-Break Decisions in Choosing Foreign Direct Investment 

Locations.

　講　師： Lailani Alcantara (Ritsumeikan Asia Pacific University)
　報　告： Performance of ICT Industries in Asia

　講　師： Mohd Fazli Bin Mohd Sam (  Aichi University & University Technical 

Malaysia Melaka (UTeM))
　報　告： Improved Business Efficiency using DEA

　講　師： Shigeji Miyazaki (Okayama University & Aichi University)
　司　会： Yasuo Hoshino (Aichi University & University of Tsukuba)
　開催日： 2013年３月27日

会　　議
　2012年度
　＊運営委員会
 2012年５月21日（第１回）
 2012年７月19日（第２回）
 2012年９月20日（第３回）
 2012年11月14日（第４回）
 2012年11月28日（第５回）
 2013年１月16日（第６回）
 2013年２月25日（第７回）

 ＊所員会議
 2012年６月２日（第１回）
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人　　事
　2012年度
　＊所長
 馬場　毅（現代中国学部教授）
　＊運営委員
 加納　寛（国際コミュニケーション学部教授）
 河辺一郎（現代中国学部教授）
 三好　章（現代中国学部教授）
 李　春利（経済学部教授）
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2012年度　国際問題研究所所員
 （五十音順）

氏　名 所 属 職 担当科目・研究テーマ（専門分野）
安 部 　 悟 現代中国学部教授 中国近現代文学
荒 川 清 秀 地域政策学部教授 中国語学、日中比較語学
李 　 泰 王 経済学部教授 韓国経済論、東北アジア経済論
伊 東 利 勝 文学部教授 歴史学
宇佐美　一　博 文学部教授 中国哲学
海老澤　善　一 文学部教授 哲学

※ 大 澤 正 治 経済学部教授 エネルギーと経済、社会との関係、環境
政策の国際比較

太 田 幸 治 経営学部准教授 流通機構
大 林 文 敏 法学部教授 憲法学
加々美　光　行 現代中国学部教授 中国政治史

○ 加　納　　　寛 国際コミュニケーショ
ン学部教授 タイ語、歴史学

川 井 伸 一 経営学部教授 中国経営論、中国企業社会論

川 村 亜 樹 現代中国学部准教授 現代アメリカ文学・文化（ポストモダン
とポストコロニアル）

○ 河 辺 一 郎 現代中国学部教授 国連問題、戦後日本外交
葛 谷　　 登 経済学部准教授 中国におけるキリスト教の受容
栗 原　　 裕 経済学部教授 国際経済学、ヨーロッパ経済論

黄 　 英 哲 現代中国学部教授 中国文学作家研究、台湾における戦後の
意味

高 　 明 潔 現代中国学部教授 中国民族論、中国地域社会における人類
学的研究

河 野　　 眞 国際コミュニケーショ
ン学部教授 民族学、西洋文化史、ナチズム研究

佐 藤 元 彦 経済学部教授 国際開発論、現代アジア経済
清 水 伸 子 経済学部准教授 現代ロシア語における動詞研究

周 星 国際コミュニケーショ
ン学部教授 現代中国に関する文化人類学的研究

鈴 木 規 夫 国際コミュニケーショ
ン学部教授 政治哲学、イスラーム研究、国際政治理論

砂 山 幸 雄 現代中国学部教授 中国現代政治体制論
薛 　 　 鳴 現代中国学部教授 中国における言語使用に関する総合的研究
髙 橋 五 郎 現代中国学部教授 中国・アジアの農業・農村の問題
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竹 内 晴 夫 経済学部教授 現代の貨幣・金融システムの理論的研究
田 中 英 式 経営学部准教授 日系企業の技術移転
沈 　 　 徹 経済学部教授 国際マクロ経済学
常 石 希 望 法学部教授 日韓関係論、国際社会における日本文化論

※ 唐　　 燕 霞 現代中国学部准教授 中国の都市基層社会の自治について
土　橋　　　喜 現代中国学部教授 情報産業論

◎ 馬　場　　　毅 現代中国学部教授 中国社会史
John Hamilton 法学部教授 英語

樋 野 芳 雄 国際コミュニケーショ
ン学部教授 国際関係思想・理論、社会学

藤　森　　　猛 現代中国学部准教授 中国芸術文化論
古 澤 賢 治 現代中国学部教授 中国経済の改革・開放

星 野 靖 雄 会計大学院教授 国際企業買収、合併、合弁、完全子会社
の業績についての実証研究

松 岡 正 子 現代中国学部教授 中国民俗学
○ 三　好　　　章 現代中国学部教授 中国近現代史
村 松 幸 広 経営学部教授 消費者行動論
森　　　久　男 経済学部教授 中国経済史

吉　川　　　剛 現代中国学部准教授 現代中国における法意識、法文化に関す
る法社会学的研究

李 　 秀 法学部准教授 コーポレートガバナンスにおける機関投
資家の役割

○ 李 　 春 利 経済学部教授 中国経済論
劉 　 柏 林 現代中国学部教授 中日文化・言語比較、中日関係

◎…所長、○…運営委員、※…新所員
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2012年度　国際問題研究所名誉研究員
 （五十音順）

氏　名 研究主題
浅 尾 　 仁 比較経済体制論

池　上　貞　一 ・清朝末期の維新変法思想　　・民国期の国共両党について
・文革以降の政治動向

今　泉　潤太郎 中国語・日本語語彙対照研究

大 島 隆 雄 ・近現代資本主義の国際的・比較史的研究
・自動車工業の国際的・比較史的研究

奥 野 博 幸 金融論
嶋 倉 民 生 中国・日中の政治・経済問題
陶 山 信 男 日・中・韓三国の言語と文化の本質

高　橋　　　正
・市場経済と持続可能な社会
・国際協同組合運動の現状と展望
・世界の食料需要動向と食の安全性

高 橋 秀 雄 フランス語言語学
田 﨑 哲 郎 ・アジアにおける牛痘法の普及　　・千歳丸の研究

谷　　　光　隆 東亜同文会及び東亜同文書院の各種刊行物 ､並びに支那調査報告書
稿本の中に見えるアヘン関係記事の集録

張 琢 中国史概説、中国社会学、中国農業論

中 島 敏 夫 ・中国文学研究　　・中国文学史研究　　・中国神話学研究
・中国文学理論研究　　・中国唐詩研究

藤 城 和 美 ・イギリス保守主義の研究（バークからサッチャーまで）
・小岩井淨の政治学とアジア研究　　・朝鮮問題研究

藤 田 佳 久 地理学
藤 本 光 夫 経営学
保 住 敏 彦 近代経済思想史、近代経済学史

松 村 一 隆 ・物価指数（とくにアメリカの消費者物価指数）
・世界経済論

宮 崎 鎮 雄 DOR（東ドイツ）労働法の歴史的意義と問題の所在
三 好 正 弘 ・国際法　　・領土、国境紛争
山 本 一 巳 発展途上国経済論



－266－

2012年度　国際問題研究所客員研究員
 （五十音順）
氏　名 推薦者 研究主題
浅 野 豊 美 黄　 英哲 東亜同文書院と台湾、中国法制調査
安 達 満 靖 川 井 伸 一 国際化する中国の農村自治
井 上 正 也 肥 塚 肇 雄 1960年代日中民間貿易の史的研究
小 田 則 子 森　 久男 中国清代から現代の華北農村社会

柯　 麗華 村 松 幸 廣 ①日系小売企業の国際競争力に関する考察
②中国における日系自動車メーカーの流通チャネル

楓　 森博 星 野 靖 雄 CSRの日本と欧米の比較検証─収益性との関連の分析─
上 木 敏 正 馬場　 毅 レーガン政権期におけるアメリカ国内M & A活動の分析

川 崎 晴 朗 鈴 木 規 夫 日中両国にあった外国人居留地制度の比較、欧州連合の
もつ使節権

虞 萍 高　 明潔 冰心文学の研究

小 嶋 祐 輔 鈴 木 規 夫 新疆ウイグル自治区ウイグル族のイスラーム：都市流動
人口の日常的実践を中心に

近 藤 高 明 星 野 靖 雄 M & Aおよび企業統治にかかる日本と欧米等との対比、考察
徐　 秀兵 松 岡 正 子 日中常用漢字形体属性比較研究
徐 青 鈴 木 規 夫 上海をめぐる中日国際文化関係─孤島・占領期を中心に─
孫 江 馬場　 毅 近代東アジアにおける学術概念の形成と変遷
武 井 義 和 加々美光行 戦時期上海朝鮮人居留民について
張　 慧娟 馬場　 毅 中国自動車企業における品質管理の組織的一研究

張　 剣波 馬場　 毅 Comparative study of the strategy and activity in the 
international standardization of electric vehicle/battery/fuel cell

趙　 彦民 周 星 「満州移民」に関する歴史社会学的研究
David Toohey John Hamilton The politics of immigration, media, and the environment.

土 居 重 雄 星 野 靖 雄 中国企業による日本企業M&Aの現状と経済効果の解析
内藤理恵子 星 野 靖 雄 日米欧の企業と組織における内部告発とパワハラの比較研究
夏 目 晶 子 周 星 中山服流行の要因とその象徴的意義の再考察
Hassan Hamid 星 野 靖 雄 Optimal Employment structure for Japanese Corporate Managers.

馬 場 公 彦 鈴 木 規 夫 新聞・雑誌記事を通して見た日中間の公論・世論形成の
歴年変化

平 川 雄 一 李　 泰王 東アジアの山間における過疎現象と地域再生に関する研究

広 中 一 成 三好　 章 ①日中戦争期における傀儡政権史研究　②戦争体験者への
オーラルヒストリー

藤 井 真 治 李　 春利 ①インドネシア自動車市場　②産業発展史
細井佐和子 馬場　 毅 ベトナム語と歴史・社会の変動
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堀 田 幸 裕 加々美光行 中朝日を中心とした東アジア国際関係

増 山 久 美 川 井 伸 一 多国籍企業の進出によって変化するメキシコの低所得層に
関する研究

真 殿 仁 美 三好　 章 中国の障害者福祉
水 野 光 朗 鈴 木 規 夫 中印国境紛争の研究
三橋かほり 保 住 敏 彦 中国の農民の精神的健康に関する社会経済的要因の研究

宮 﨑 茂 次 星 野 靖 雄 付加価値生産システム論の国際的なサプライチェーン生産
への展開

宮 本 文 幸 星 野 靖 雄 中国に進出する化粧品企業の経営分析を通じたマーケティ
ング戦略の研究─先行参入と後発参入企業の比較分析等─

三 輪 昭 子 太 田 幸 治 ソーシャルビジネスをめぐるアメリカの動向とその波及
山岸健太郎 河 辺 一 郎 いわゆる台湾の国連再加盟問題と中国外交　など
兪 嶸 髙 橋 五 郎 中国の格差問題と財政構造

楊 韜 馬場　 毅 近現代中国の言論出版に関する実証的研究─生活書店と
三聯書店を中心に

仁 欽 高　 明潔 現代中国の民族政策と民族問題─1949年～1966年を中心に
渡 辺 眞 登 海老澤善一 管理通貨制度及び現代信用制度の研究

2012年度　国際問題研究所補助研究員
 （五十音順）

氏　名 指導教授 研究テーマ

衛　　 小 将 松 岡 正 子 山西民族的発展与流変─基于呂粱前務城村的个案
研究

佐 藤 政 行 竹 内 晴 夫 クリエイティブ・シティ論の研究
鈴 木 一 典 竹 内 晴 夫 現代における社会的経済の役割について
野 口　　 武 馬 場　　 毅 清末光緒新政期における日中交流と産業改革
馮　　 偉 強 周 星 中国人研修生・技能実習生に関する人類学的研究

古 村 治 彦 鈴 木 規 夫 対外関係との相関に見る1993年以降の日本政治
の変容

山 口 信 久 馬 場　　 毅 中国市場経済化の行方
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